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研
究
ノ
ー
ト

「『
君
主
論
』
第
一
〇
章
」

鹿
子
生

浩

輝

は
じ
め
に

ニ
ッ
コ
ロ
・
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
（N

icco
lo

M
a
ch
ia
v
elli,

1469

1527

）
は
、『
君
主
論
』
を
メ
デ
ィ
チ
家
の
若
者
、
す
な
わ
ち
、
ジ
ュ

リ
ア
ー
ノ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
な
い
し
ロ
レ
ン
ツ
ォ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
（
以

後
、
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
と
表
記
）
に
献
呈
す
べ
く
執
筆
し
た
。
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
少
な
く
と
も
一
五
一
三
年
一
二
月
か
ら
一
五
一
五
年
一

月
ま
で
は
、
そ
の
作
品
を
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
に
献
呈
し
よ
う
と
考
え
て
い

た
が
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
は
、
一
五
一
六
年
三
月
に
死
去
し
た
。
そ
の
た

め
、
お
そ
ら
く
こ
の
前
後
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に

名
宛
人
を
変
更
し
、
彼
へ
の
献
辞
を
添
え
た
著
作
、
す
な
わ
ち
、
現
在

わ
れ
わ
れ
が
目
に
す
る
『
君
主
論
』
を
完
成
さ
せ
た
。
こ
の
著
作
は
、

二
六
の
章
か
ら
な
り
、
次
の
三
つ
の
部
分
に
大
別
さ
れ
う
る
。
第
一
は
、

国
家
分
類
論（
第
一
章
｜
第
一
一
章
）、
第
二
は
、
君
主
の
振
る
舞
い
に

関
す
る
議
論
（
第
一
二
章
｜
第
二
三
章
）、
第
三
は
、
イ
タ
リ
ア
論
（
第

二
四
章
｜
第
二
六
章
）
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
第
一
の
部
分
、
つ
ま
り
国
家
分
類
論
全
体
を
包
括
的
視
点

か
ら
解
明
す
る
作
業
は
、
従
来
の
研
究
で
は
ほ
と
ん
ど
着
手
さ
れ
て
い

な
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
あ
る
程
度
包
括
的
に
こ
の
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
る
の
は
、
例
え
ば
、
Ｑ
・
ス
キ
ナ
ー
で
あ
る
。
彼
は
、
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
が
『
君
主
論
』
第
一
章
か
ら
第
七
章
ま
で
の
議
論
で
特
定
の

類
型
を
際
立
た
せ
る
よ
う
議
論
を
組
み
立
て
て
お
り
、
そ
の
特
定
の
場

所
と
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
復
帰
し
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
あ
る
と
解
釈
し

て
い
る１

）
。
こ
の
理
解
は
、
妥
当
で
あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
が
、
仮
に

そ
れ
が
適
切
で
あ
る
に
せ
よ
、『
君
主
論
』の
第
八
章
か
ら
第
一
一
章
ま

で
の
議
論
の
意
味
を
説
明
し
て
い
な
い
。
同
著
の
国
家
分
類
論
は
、
き

わ
め
て
複
雑
な
構
成
で
あ
り
、
そ
の
展
開
は
、（
ス
キ
ナ
ー
の
解
釈
と
は

異
な
る
形
で
）
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
想
定
し
て
い
る
政
治
的
コ
ン
テ
ク

ス
ト
の
問
題
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

他
方
、
Ｊ
・
Ｇ
・
Ａ
・
ポ
ー
コ
ッ
ク
は
、『
君
主
論
』
を
「
革
新
者
た

ち
と
彼
ら
の
運
命
と
の
関
係
に
関
す
る
類
型
学
」
と
理
解
し
て
い
る
。

彼
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
メ
デ
ィ
チ
家
の
支
配
者
に
酷
似
し
た
事
例
が

『
君
主
論
』
第
九
章
で
考
察
さ
れ
て
い
る
と
示
し
つ
つ
も
、
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
の
関
心
は
「
も
っ
ぱ
ら
革
新
者
と
運
命
と
の
関
係
」
に
あ
り
、

そ
の
た
め
、
彼
は
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
統
治
に
復
帰
し
た
メ
デ
ィ
チ
家

が
直
面
し
た
諸
問
題
の
解
明
を
意
図
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
は
正
確
に
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は
言
え
な
い
」
と
論
じ
て
い
る２

）
。
国
家
分
類
論
に
関
す
る
ポ
ー
コ
ッ
ク

の
説
明
は
、
た
し
か
に
一
定
の
包
括
的
視
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
視
点
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
と
い
う
よ
り
も
解
釈
者
の
視
点
で
あ

る
よ
う
に
見
え
る
。
ま
た
、
ポ
ー
コ
ッ
ク
は
、『
君
主
論
』が
特
定
の
状

況
へ
と
向
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
が
同
著
で
自
論
の
実
用
性
を
訴
え
て
い
る
点
か
ら
す
れ
ば
、

具
体
的
な
政
治
状
況
に
向
け
た
助
言
を
彼
が
提
供
し
て
い
る
こ
と
自
体

は
明
ら
か
だ
と
思
わ
れ
る
。

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
『
君
主
論
』
を
執
筆
す
る
際
に
ど
の
政
治
的
対

象
を
想
定
し
て
い
た
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
伝
統
的
な
解
釈
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
彼
は
、
イ
タ
リ
ア
規
模
で
近
代
的
な
国
家
統
一
を
成

し
遂
げ
よ
う
と
考
え
て
い
た
と
す
る
解
釈
で
あ
る３

）
。
し
か
し
、
こ
の
解

釈
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
思
想
に
後
世
の
理
解
を
投
影
す
る
ア
ナ
ク

ロ
ニ
ズ
ム
に
陥
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
実
際
、
そ
の
解
釈

は
、『
君
主
論
』の
特
に
最
終
章
か
ら
導
出
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
同
著

に
は
イ
タ
リ
ア
を
解
放
せ
よ
と
い
う
訴
え
は
あ
る
も
の
の
、
イ
タ
リ
ア

を
近
代
国
家
と
し
て
統
一
せ
よ
と
い
う
主
張
は
見
当
た
ら
な
い
。ま
た
、

国
民
国
家
の
予
見
者
と
し
て
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
を
理
解
し
よ
う
と
す
る

こ
の
解
釈
は
、『
君
主
論
』前
半
の
国
家
分
類
論
の
意
味
を
説
明
し
て
い

な
い
。
こ
の
解
釈
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
『
君
主
論
』
で
も
っ
ぱ
ら

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
想
定
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
と
同
様
に
、
安
易
に
一

つ
の
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
選
び
出
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
想
定
し
て
い
た
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
は
、
丹
念
に

テ
ク
ス
ト
を
読
み
解
い
た
上
で
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。右

に
示
し
て
き
た
見
地
か
ら
言
え
ば
、
解
明
さ
れ
る
べ
き
問
題
が
二

つ
あ
る
。
一
つ
は
、『
君
主
論
』の
国
家
分
類
論
が
ど
の
よ
う
な
理
論
的

意
図
か
ら
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
と
い
う
テ
ク
ス
ト
内
在
的
な
問
題
で

あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
そ
の
議
論
が
当
時
の
ど
の
よ
う
な
政
治
的
状
況

と
関
連
が
あ
る
の
か
と
い
う
コ
ン
テ
ク
ス
ト
理
解
の
問
題
で
あ
る
。
拙

著
『
征
服
と
自
由
｜
｜
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
政
治
思
想
と
ル
ネ
サ
ン

ス
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
』
で
は
、
こ
れ
ら
二
つ
の
問
題
に
同
時
に
取
り
組

ん
だ４

）
。
本
論
第
一
節
で
示
す
よ
う
に
、『
君
主
論
』
の
国
家
分
類
論
は
、

メ
デ
ィ
チ
家
が
直
面
し
た
多
く
の
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
反
映
し
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
第
一
章
か
ら
第
七
章
ま
で
で
、

北
中
部
イ
タ
リ
ア
の
「
新
君
主
国
」
を
、
第
八
章
と
第
九
章
で
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
共
和
国
、
第
一
一
章
で
教
会
国
家
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
執
筆

し
て
い
る
。
国
家
分
類
論
は
、
こ
の
よ
う
に
読
者
の
実
際
の
政
治
的
必

要
性
に
即
応
す
る
た
め
に
有
意
な
営
為
だ
っ
た
。

本
論
で
は
、
拙
著
で
扱
え
な
か
っ
た
『
君
主
論
』
第
一
〇
章
に
着
目

し
よ
う
。
同
章
は
、
国
家
分
類
と
い
う
理
論
構
成
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
位
置
を
占
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
の
理
論
的
営
為
は
、
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当
時
の
歴
史
的
状
況
と
い
か
に
関
わ
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら

の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
、
本
論
第
一
節
で
は
ま
ず
、
第
一
〇
章
を
除

い
た
国
家
分
類
論
の
展
開
を
示
し
て
お
こ
う
。
そ
れ
ら
の
議
論
は
、
右

に
示
し
た
複
数
の
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
対
応
し
て
い
る
。
第
二
節

で
は
、
第
一
〇
章
の
具
体
的
内
容
を
確
認
し
た
い
。
同
章
で
は
、
籠
城

を
不
可
避
と
す
る
君
主
国
が
扱
わ
れ
て
お
り
、
こ
の
国
家
は
、
国
家
分

類
論
の
基
本
的
な
考
察
対
象
た
る
「
新
君
主
国
」
と
は
異
質
な
性
格
を

有
す
る
。
第
三
節
で
は
、
第
一
〇
章
が
議
論
展
開
上
い
か
に
前
後
の
章

と
関
連
し
て
い
る
の
か
を
検
討
し
よ
う
。
そ
こ
で
の
考
察
は
、
君
主
の

類
型
化
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
他
の
章
の
議
論
と
関
連
が
希
薄
だ

と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
な
ぜ
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
こ
の
よ
う
に
第

一
〇
章
で
新
君
主
国
と
は
異
質
な
政
治
的
対
象
を
考
察
し
、
か
つ
、
他

の
多
く
の
章
と
関
連
の
弱
い
君
主
類
型
を
提
示
し
た
の
か
。
第
四
節
で

は
、
そ
の
理
論
的
・
実
践
的
意
味
を
探
ろ
う
。

一

『
君
主
論
』
の
政
治
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト

（
一
）
ア
ペ
ニ
ン
以
北
の
諸
「
新
君
主
国
」

ま
ず
、
拙
著
『
征
服
と
自
由
｜
｜
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
政
治
思
想
と

ル
ネ
サ
ン
ス
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
』
の
議
論
に
即
し
な
が
ら
、『
君
主
論
』

の
第
一
章
か
ら
第
七
章
ま
で
の
範
囲
を
検
討
し
よ
う
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ

リ
は
そ
こ
で
、
分
類
を
特
定
の
対
象
に
絞
り
込
む
形
で
推
し
進
め
て
い

る
。
彼
は
ま
ず
第
一
章
で
、
第
七
章
ま
で
の
議
論
の
見
取
り
図
を
予
め

示
し
て
い
る
。
続
い
て
彼
は
、
こ
の
見
取
り
図
に
従
い
つ
つ
、
第
二
章

で
国
家
を
君
主
国
と
共
和
国
に
二
分
し
、
後
者
を
議
論
の
対
象
か
ら
除

外
し
て
い
る
。
さ
ら
に
彼
は
同
章
で
、
君
主
国
を
「
世
襲
君
主
国
」
と

「
新
君
主
国
」
に
分
類
し
て
い
る
。
世
襲
の
君
主
は
、
通
常
の
能
力
で

十
分
に
権
力
を
維
持
し
う
る
と
い
う
理
由
か
ら
、
著
作
の
主
た
る
考
察

対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。

逆
に
新
君
主
国
は
、『
君
主
論
』第
三
章
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
支
配
が

き
わ
め
て
困
難
で
あ
り
、
こ
の
困
難
は
、「
新
君
主
」が
そ
の
征
服
に
お

い
て
武
力
で
臣
民
に
危
害
を
加
え
て
い
る
点
か
ら
生
じ
る５

）
。
こ
の
人
物

は
、
権
力
を
簒
奪
し
て
お
り
、
少
な
く
と
も
当
面
の
と
こ
ろ
は
、
そ
の

国
家
を
統
治
す
る
資
格
も
権
利
も
彼
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
助
言
は
、
こ
の
よ
う
に
支
配
の
正
当
性
が
欠
如
し
た

特
殊
状
況
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
君
主
は
、
臣
民
か
ら
の
自
発
的

服
従
を
期
待
で
き
な
い
ど
こ
ろ
か
、同
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、

臣
民
に
よ
る
積
極
的
抵
抗
に
遭
遇
す
る
だ
ろ
う（
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、

新
君
主
国
の
性
格
を
い
っ
そ
う
明
確
化
す
る
た
め
、
第
三
章
か
ら
第
五

章
で
新
君
主
国
を
さ
ら
に
分
類
し
て
い
る
）。

と
は
い
え
、『
君
主
論
』第
六
章
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
も
し

征
服
者
に
十
分
な
武
力
な
い
し
力
量
（
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
）
が
あ
る
場
合
、
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支
配
権
を
維
持
す
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
新
君

主
に
助
言
を
提
供
す
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
と
対
照
的
な
新
君

主
は
、
第
七
章
で
類
型
化
さ
れ
て
い
る
君
主
で
あ
り
、
こ
の
人
物
は
、

自
ら
の
武
力
を
持
た
ず
、
他
人
の
好
意
で
君
位
に
就
い
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
幸
運
（
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
）
に
依
存
し
た
新
君
主
は
、
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
の
考
え
で
は
、武
力
な
い
し
力
量
を
具
備
し
て
い
な
い
た
め
、

多
大
な
困
難
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
類
型
の
新
君
主
は
、

政
治
的
難
局
を
克
服
す
る
た
め
の
対
策
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
『
君
主
論
』
の
主
要
な
考
察
対
象
は
、
支
配
の
正
当
性
が

欠
如
し
た
新
君
主
国
で
あ
り
、
か
つ
、
自
ら
の
武
力
で
は
な
く
幸
運
で

権
力
を
獲
得
し
た
新
君
主
で
あ
る（
第
一
二
章
か
ら
第
一
四
章
ま
で
は
、

こ
の
見
地
か
ら
軍
事
力
の
早
急
な
形
成
が
提
言
さ
れ
て
い
る
）。

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
議
論
を
こ
の
よ
う
に
特
定
の
対
象
に
絞
り
込
ん

だ
こ
と
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
若
者
が
直
面
す
る
（
あ
る
い
は
す
で
に
直

面
し
て
い
た
）
現
実
的
課
題
に
即
応
し
て
い
る
。
同
家
は
、
一
五
一
二

年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
復
帰
し
、
翌
年
に
同
家
の
長
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・

デ
・
メ
デ
ィ
チ
が
教
皇
レ
オ
一
〇
世
に
選
出
さ
れ
た
。
彼
の
弟
ジ
ュ
リ

ア
ー
ノ
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
は
異
な
る
ど
こ
か
の
国
家
を
獲
得
す
る

こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
教
皇
が
親
族
に
政
治
的
地

位
を
提
供
す
る
行
為
、
つ
ま
り
ネ
ポ
テ
ィ
ズ
ム
は
、
教
皇
政
治
の
伝
統

で
あ
る
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
一
五
一
三
年
一
二
月
一
〇
日
の
書
簡

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、『
君
主
論
』
と
考
え
ら
れ
る
著
作
を
ジ
ュ
リ

ア
ー
ノ
に
献
呈
し
よ
う
と
し
て
い
た６

）
。
こ
の
若
者
は
、
教
皇
の
好
意
な

い
し
幸
運
で
権
力
を
獲
得
し
た
君
主
と
呼
ば
れ
る
だ
ろ
う
。

新
君
主
の
模
範
と
さ
れ
る
君
主
は
、
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ボ
ル
ジ
ア
で
あ

る
。
こ
の
人
物
は
、
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
の
子
で
あ
り
、
ロ
マ
ー

ニ
ャ
地
方
の
諸
国
を
次
々
と
征
服
し
た
。
ま
た
、『
君
主
論
』第
七
章
の

議
論
か
ら
明
白
な
よ
う
に
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
洞
察
で
は
、
ボ
ル
ジ

ア
は
、そ
れ
ら
の
支
配
権
の
維
持
に
か
な
り
の
程
度
で
成
功
し
て
い
た
。

一
五
一
五
年
一
月
三
一
日
の
書
簡
か
ら
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
次
の

三
つ
の
認
識
が
確
認
で
き
る
。
第
一
に
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
は
、
パ
ル
マ
、

モ
デ
ナ
、
レ
ッ
ジ
ョ
、
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
の
支
配
者
に
な
る
だ
ろ
う
。

第
二
に
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
こ
の
若
者
は
、
そ
こ
で
は
「
新
君
主
」
で
あ

り
、
支
配
権
の
維
持
は
容
易
で
は
な
い
。
第
三
に
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
は
、

ボ
ル
ジ
ア
と
同
様
の
立
場
に
あ
る
た
め
、
彼
の
行
為
を
模
倣
す
べ
き
で

あ
る７

）
。
こ
れ
ら
の
認
識
か
ら
判
断
す
れ
ば
、『
君
主
論
』第
三
章
か
ら
第

七
章
ま
で
の
議
論
は
、
統
治
経
験
の
な
い
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
が
ア
ペ
ニ
ン

山
脈
以
北
（
ロ
マ
ー
ニ
ャ
な
い
し
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
地
方
）
の
諸
都
市

で
直
面
す
る
政
治
的
課
題
と
合
致
す
る
（
さ
ら
に
、
第
三
章
か
ら
第
五

章
ま
で
の
議
論
を
考
慮
す
れ
ば
、
北
イ
タ
リ
ア
の
教
皇
領
に
お
け
る
複

数
の
国
家
が
彼
の
視
野
に
入
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
）。

な
お
、『
君
主
論
』
第
一
一
章
は
、「
教
会
君
主
国
」
を
扱
っ
て
い
る
。
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同
章
に
よ
れ
ば
、
教
会
国
家
の
支
配
権
は
、
獲
得
こ
そ
困
難
で
あ
る
が
、

維
持
は
容
易
で
あ
る
。
そ
の
君
主
た
る
教
皇
は
、
自
ら
の
地
位
を
伝
統

的
な
選
出
制
度
に
基
づ
い
て
獲
得
し
て
お
り
、
彼
の
支
配
に
は
正
当
性

が
あ
る
。
ま
た
、
教
会
国
家
に
は
神
学
的
な
権
威
が
見
出
さ
れ
る
で
あ

ろ
う
。
第
一
一
章
で
想
定
さ
れ
て
い
る
読
者
は
、
教
皇
レ
オ
一
〇
世
で

あ
り
、
実
際
、
章
の
末
尾
で
は
彼
に
対
す
る
具
体
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
『
君
主
論
』
に
は
、
教
皇
庁
と
北
中
部
イ
タ
リ
ア
の

新
し
い
国
家
と
い
う
広
義
の
教
会
勢
力
を
め
ぐ
る
議
論
が
あ
る
。

（
二
）
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国

で
は
、
一
部
の
研
究
の
よ
う
に
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
『
君
主
論
』

の
考
察
対
象
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
除
外
し
て
い
る
と
解
釈
す
べ
き
で

あ
ろ
う
か８

）
。た
し
か
に
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
は
一
五
一
三
年
末
の
時
点
で
は
、

フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
統
治
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
彼
に
そ
の
統
治
に
関
す
る
助
言
を
提
供
し
よ
う
と
し

た
と
は
考
え
に
く
い
。
実
際
、
右
に
示
し
た
一
五
一
五
年
一
月
三
一
日

の
書
簡
で
彼
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
統
治
者
と
し
て
の
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ

に
一
切
言
及
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
は
、
先
述
の

よ
う
に
、
一
五
一
六
年
三
月
に
死
去
し
た
。
結
果
的
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ

リ
は
、教
皇
レ
オ
一
〇
世
の
甥
の
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に
名
宛
人
を
変
更
し
、

『
君
主
論
』
を
完
成
さ
せ
た９

）
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
に
関
す
る
考
察

は
、
す
で
に
そ
こ
を
統
治
し
て
い
た
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に
と
っ
て
は
十
分

に
実
用
的
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に
と
っ
て
、
ア
ペ
ニ
ン
山
脈
以
北
の
諸
国

は
、
き
わ
め
て
重
要
な
関
心
の
的
で
あ
り
続
け
た
。
彼
は
、
他
の
有
力

市
民
と
共
同
で
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
治
を
担
っ
て
い
た
が
、
他
方
で
ジ
ュ

リ
ア
ー
ノ
の
新
君
主
国
を
受
け
継
い
で
い
た
。
し
か
も
、
彼
は
、
教
皇

レ
オ
一
〇
世
の
死
後
に
自
ら
の
政
治
的
立
場
が
不
安
定
と
な
る
こ
と
を

見
越
し
、
よ
り
多
く
の
国
家
を
教
皇
の
存
命
中
に
獲
得
し
よ
う
と
企
図

し
て
い
た
。母
ア
ル
フ
ォ
ン
シ
ー
ナ
も
、小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
が
た
ん
に
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
市
民
と
い
う
「
同
僚
」
と
と
も
に
統
治
す
る
こ
と
に
満
足
し

な
か
っ
た
。
彼
女
は
、
息
子
が
「
臣
民
」
を
従
え
る
支
配
者
と
な
り
、

ボ
ル
ジ
ア
の
よ
う
に
多
く
の
諸
国
を
獲
得
で
き
る
よ
う
、
教
皇
に
要
請

し
た10

）
。
そ
の
結
果
の
一
つ
は
、
一
五
一
六
年
に
お
け
る
ウ
ル
ビ
ー
ノ
獲

得
で
あ
る
。
本
論
で
は
『
君
主
論
』
は
、
こ
れ
以
前
に
す
で
に
完
成
し

て
い
た
と
推
測
し
て
い
る
。
だ
が
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
獲
得
後
に
も
小
ロ

レ
ン
ツ
ォ
や
教
皇
が
さ
ら
に
別
の
国
家
を
獲
得
し
よ
う
と
画
策
し
た
こ

と
は
看
過
す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
北
イ
タ
リ
ア
の
諸
国
の
獲
得
や
維
持
と
い
う

小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
意
向
に
沿
う
議
論
を
提
示
す
る
と
と
も
に
、
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
を
適
切
に
統
治
す
る
た
め
の
助
言
を
彼
に
提
供
し
よ
う
と
し
て

い
た
と
判
断
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
自
身
は
、
フ
ィ
レ
ン
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ツ
ェ
統
治
の
問
題
よ
り
も
新
し
い
諸
国
の
獲
得
や
維
持
が
優
先
さ
れ
る

べ
き
課
題
だ
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
だ
が
、
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・

グ
ィ
ッ
チ
ァ
ル
デ
ィ
ー
ニ
や
ロ
ド
ヴ
ィ
コ
・
ア
ラ
マ
ン
ニ
な
ど
の
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
市
民
は
、
彼
に
祖
国
の
統
治
を
軽
視
し
な
い
よ
う
警
告
し
て

い
る11

）
。
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
政
権
が
一
五
一
五
年
に
重
大
な
危
機
に
陥
っ
た

理
由
の
一
つ
は
、
彼
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
長
期
に
わ
た
っ
て
不
在
に
し

て
い
た
こ
と
に
あ
る12

）
。
し
か
も
彼
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
が
コ
ジ
モ
や
大
ロ

レ
ン
ツ
ォ
の
時
代
に
共
和
国
統
治
の
要
諦
と
考
え
て
い
た
行
動
様
式
、

す
な
わ
ち
、
他
の
有
力
市
民
た
ち
と
の
協
調
関
係
を
構
築
す
る
と
い
う

行
動
様
式
を
疎
ん
じ
て
い
た
。そ
の
た
め
、教
皇
レ
オ
一
〇
世
ら
が
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
統
治
の
た
め
に
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に
助
言
し
た
の
は
、
有
力
市

民
と
の
協
調
関
係
の
必
要
性
で
あ
っ
た13

）
。
メ
デ
ィ
チ
家
復
帰
後
の
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
は
、
仮
に
君
主
国
と
呼
ば
れ
う
る
に
せ
よ
、
当
時
の
他
の
一

般
的
な
君
主
国
と
は
異
な
っ
て
お
り
、
共
和
国
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
っ

た
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
統
治
に
直
接

的
に
関
連
す
る
考
察
を
『
君
主
論
』
の
一
部
で
提
示
す
る
現
実
的
意
味

が
あ
っ
た
。
実
際
、
彼
は
、
ま
ず
第
八
章
で
「
極
悪
非
道
な
手
段
で
支

配
権
を
獲
得
し
た
」
君
主
を
概
念
化
し
、
第
九
章
で
こ
の
君
主
と
対
照

的
な
「
市
民
的
君
主
」
を
導
き
出
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
市
民
的
君

主
は
、
暴
力
で
は
な
く
、
他
の
市
民
の
支
持
の
後
押
し
で
権
力
を
獲
得

し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
君
主
類
型
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
復
帰
し
た

メ
デ
ィ
チ
家
の
あ
り
方
と
符
合
す
る
。
第
九
章
で
読
者
に
提
供
さ
れ
る

助
言
は
、
二
つ
あ
る
。
第
一
は
、
君
主
が
貴
族
で
は
な
く
、
民
衆
を
自

ら
の
権
力
の
基
盤
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
助
言
で
あ
る
。
こ

の
助
言
は
、
貴
族
と
民
衆
の
階
級
対
立
と
い
う
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国

の
現
実
的
問
題
と
不
可
分
と
言
っ
て
よ
い
。

第
二
の
助
言
は
、
市
民
的
君
主
が
「
市
民
的
体
制
」
か
ら
「
絶
対
的

体
制
」
へ
と
進
ん
で
は
な
ら
な
い
と
い
う
箴
言
で
あ
る
。
絶
対
的
な
権

力
と
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
自
身
に
よ
れ
ば
、
多
く
の
論
者
が
「
専
制

（tira
n
n
id
e

）」と
呼
ん
で
い
る
も
の
で
あ
る14

）
。
第
九
章
の
議
論
に
よ
れ

ば
、
君
主
が
絶
対
的
体
制
へ
と
進
む
場
合
、
君
主
は
危
機
に
陥
ら
ざ
る

を
え
な
い
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
統
治
者
が「
市
民
政
治（civ

ilita
,v
iv
er-

e civ
ile

）」
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
主
張
は
、
メ
デ
ィ

チ
家
復
帰
後
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
に
よ
っ
て
も
訴
え
ら
れ
て
い
る15

）
。

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
主
張
は
、
こ
の
都
市
国
家
へ
の
対
処
法
に
限
定
す

れ
ば
、
同
時
代
の
馴
染
み
深
い
主
張
と
軌
を
一
に
し
て
い
る
と
言
え
よ

う
。
彼
は
『
君
主
論
』
第
八
章
で
、
市
民
的
君
主
に
つ
い
て
は
共
和
国

に
関
す
る
著
作
で
広
範
に
論
じ
る
と
述
べ
て
い
る
た
め
、『
テ
ィ
ト
ゥ

ス
・
リ
ウ
ィ
ウ
ス
の
最
初
の
一
〇
巻
に
関
す
る
論
考
』（
以
後
、『
リ
ウ
ィ

ウ
ス
論
』
と
表
記
）
へ
と
読
者
を
誘
導
し
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
と

す
れ
ば
、マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
メ
デ
ィ
チ
家
に
ロ
ー
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マ
的
な
共
和
国
を
も
た
ら
す
よ
う
促
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

二

『
君
主
論
』
第
一
〇
章

（
一
）
第
一
〇
章
の
内
容
と
そ
こ
で
の
状
況
想
定

前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、『
君
主
論
』の
国
家
分
類
論
で
具
体
的
に
想

定
さ
れ
て
い
る
政
治
的
対
象
は
、
第
一
〇
章
を
除
外
す
れ
ば
、
北
中
部

イ
タ
リ
ア
の「
新
君
主
国
」、
教
会
国
家
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
次
に
『
君
主
論
』
第
一
〇
章
の
議
論
を
検

討
し
よ
う
。
こ
の
章
は
、
自
前
の
軍
事
力
が
不
在
で
あ
る
場
合
、
君
主

は
い
か
に
対
処
す
べ
き
で
あ
る
か
と
い
う
問
題
の
考
察
に
充
て
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
議
論
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
繰
り
返
し
力
説
す
る
主
張
、

す
な
わ
ち
、自
前
の
軍
事
力
を
確
保
せ
よ
と
い
う
主
張
の
例
外
で
あ
り
、

そ
の
た
め
か
、
先
行
研
究
で
も
ほ
と
ん
ど
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。

と
は
い
え
、
彼
が
何
ら
か
の
事
柄
を
明
確
化
す
る
必
要
を
感
じ
た
た
め

に
第
一
〇
章
を
著
作
に
組
み
込
ん
だ
こ
と
に
疑
い
は
な
い
。

第
一
〇
章
の
タ
イ
ト
ル
は
、「
す
べ
て
の
君
主
国
の
力
を
ど
の
よ
う
に

推
し
量
る
べ
き
か
」で
あ
る
。
章
の
冒
頭
に
よ
れ
ば
、「
こ
れ
ら
君
主
国

の
性
質
を
考
究
す
る
上
で
、
別
の
も
う
一
つ
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
君
主
は
、
必
要
な
場
合
、
独
力
で
耐
え
う
る
国
家
を
持
つ

か
、
あ
る
い
は
、
つ
ね
に
他
者
の
防
衛
に
依
存
せ
ざ
る
を
え
な
い
国
家

を
持
つ
か
、
で
あ
る16

）
」。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
換
言
す
る
と
こ
ろ
で
は
、

前
者
は
、
豊
富
な
人
的
・
金
銭
的
資
源
に
よ
っ
て
適
切
な
軍
隊
を
備
え
、

野
戦
を
な
し
う
る
国
家
で
あ
り
、
後
者
は
、
つ
ね
に
他
者
か
ら
の
防
衛

上
の
支
援
を
必
要
と
し
、
戦
場
で
敵
に
対
峙
し
え
な
い
国
家
で
あ
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
す
で
に
論
じ
て
お
り
、
ま
た
今
後
も
論
じ
る
だ
ろ
う

と
い
う
理
由
か
ら
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
こ
の
章
の
考
察
を
後
者
に
限

定
し
て
い
る
。
そ
の
考
察
の
対
象
と
は
、
軍
事
力
不
在
ゆ
え
に
籠
城
が

不
可
避
的
な
場
合
で
あ
る
。

こ
の
君
主
に
対
し
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
君
主
が
都
市
の
防
衛
を
強

化
し
、
備
え
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
だ
と
助
言
し
て
い
る
。
ま
た
、
周
辺

の
領
土
に
つ
い
て
は
気
に
か
け
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
提
言
も
な
さ

れ
て
い
る
。
彼
は
、
ド
イ
ツ
の
諸
都
市
の
例
を
挙
げ
た
上
で
、
君
主
が

都
市
を
適
切
に
強
化
し
、
民
衆
か
ら
憎
悪
さ
れ
て
い
な
い
場
合
に
は
、

そ
も
そ
も
外
敵
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
し
、
も
し
攻
撃
さ
れ
た

と
し
て
も
、持
ち
こ
た
え
る
だ
ろ
う
と
論
じ
て
い
る
。た
し
か
に
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
民
衆
が
城
外
に
財
産
を
有
す
る
場
合
に
は
彼
ら
は
長
期

の
籠
城
に
耐
え
ら
れ
ず
、
君
主
を
見
捨
て
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見

解
を
紹
介
し
て
み
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
彼
は
こ
の
見
解
に
対
し
、
君

主
が
臣
民
に
希
望
を
持
た
せ
、
敵
の
残
虐
性
を
強
調
す
れ
ば
、
こ
の
局

面
を
乗
り
越
え
ら
れ
る
と
反
論
し
て
い
る
。
ま
た
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ

に
よ
れ
ば
、
籠
城
が
長
期
化
し
、
人
々
の
士
気
が
低
下
す
る
に
せ
よ
、
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彼
ら
は
、
す
で
に
損
害
が
甚
大
で
あ
り
、
財
産
を
失
っ
て
い
る
た
め
、

君
主
と
一
体
化
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
同
章
末
尾
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
民

衆
は
、
こ
う
し
た
惨
状
ゆ
え
に
君
主
が
恩
義
を
感
じ
て
く
れ
て
い
る
と

思
う
だ
ろ
う
。「
人
間
の
本
性
は
、
恩
恵
を
与
え
て
も
、
そ
れ
を
受
け
取

る
場
合
と
同
様
に
恩
義
を
感
じ
る
の
で
あ
る17

）
」。
こ
の
よ
う
に
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
の
強
調
点
は
、
都
市
の
物
理
的
防
衛
力
の
強
化
を
別
と
す
れ

ば
、
君
臣
間
の
結
束
力
の
維
持
な
い
し
形
成
に
置
か
れ
て
い
る
。

こ
の
考
察
は
、「
新
君
主
（
国
）」
の
た
め
の
議
論
で
あ
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
に
は
見
え
な
い
。『
君
主
論
』第
三
章
に
よ
れ
ば
、
そ
も
そ
も
新

君
主
は
、
権
力
の
簒
奪
者
で
あ
り
、
こ
の
人
物
は
、
簒
奪
の
際
に
加
害

行
為
に
よ
っ
て
「
つ
ね
に
」
臣
民
を
傷
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
、
新
君
主
は
、
臣
民
か
ら
の
自
発
的
服
従
を
期
待
で
き
ず
、
む
し
ろ

彼
ら
か
ら
の
積
極
的
抵
抗
に
直
面
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
難

局
で
い
か
に
新
君
主
が
権
力
を
維
持
す
る
の
か
と
い
う
問
題
こ
そ
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が『
君
主
論
』で
取
り
組
ん
だ
主
要
な
知
的
課
題
で
あ
っ

た
。
た
し
か
に
新
君
主
国
に
お
い
て
も
、
君
臣
間
の
結
束
力
は
、
も
し

可
能
で
あ
れ
ば
、
強
化
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
そ
こ
で
は
通
常
、

臣
民
が
支
配
者
を
積
極
的
に
変
え
よ
う
と
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
う
し

た
一
体
性
は
、
当
面
は
期
待
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
第
一
〇

章
で
想
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
被
治
者
が
自
発
的
に
統
治
者
に
抵
抗
す

る
状
況
で
は
な
い
。
そ
の
君
主
は
、
右
で
見
た
よ
う
に
、
さ
ほ
ど
困
難

な
く
臣
民
と
一
体
化
で
き
る
。
君
主
に
必
要
と
さ
れ
て
い
る
ヴ
ィ
ル

ト
ゥ
（
政
治
的
資
質
）
も
、
臣
民
と
の
関
係
で
言
え
ば
、
物
理
的
強
制

力
や
策
略
を
行
使
す
る
能
力
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
む
し
ろ
民
衆
か
ら

愛
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
『
君
主
論
』
第
二
章
で
、

世
襲
君
主
は
、
臣
民
に
危
害
を
加
え
る
動
機
や
必
要
性
が
な
い
た
め
、

こ
の
君
主
は
通
常
、
臣
民
か
ら
愛
さ
れ
る
と
論
じ
て
い
た
が
、
第
一
〇

章
の
議
論
は
、
こ
の
意
味
で
世
襲
君
主
国
に
近
い
政
治
状
況
を
想
定
し

て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

実
際
、「
新
君
主
」
や
「
新
君
主
国
」
と
い
う
言
葉
は
、『
君
主
論
』

第
八
章
か
ら
第
一
一
章
ま
で
の
範
囲
で
は
登
場
し
な
い
。
極
悪
非
道
な

手
段
で
権
力
を
獲
得
し
た
場
合
を
扱
っ
た
第
八
章
で
は
、
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
暴
力
は
必
要
上
、
一
挙
に
用
い
る
べ
き
で
あ
り
、
む
や

み
に
そ
れ
を
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
調
し
て
い
る
。
こ
こ
に
新

君
主
国
の
特
徴
を
見
出
し
う
る
が
、
彼
は
そ
の
章
で
、
長
期
的
に
は
臣

民
の
利
益
を
追
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
お
り
、
新
君
主

国
特
有
の
困
難
を
も
は
や
ほ
と
ん
ど
論
じ
て
い
な
い
。
暴
力
で
は
な
く

市
民
の
支
持
に
基
づ
い
て
権
力
を
獲
得
し
た
支
配
者
を
考
察
の
対
象
と

し
た
第
九
章
で
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
市
民
的
体
制
か
ら
絶
対
的
体
制

へ
の
移
行
を
読
者
に
戒
め
て
い
る
。
そ
も
そ
も
市
民
的
君
主
は
、
権
力

獲
得
時
に
暴
力
を
用
い
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の

議
論
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
支
配
権
維
持
に
お
い
て
暴
力
を
行
使
す
る
必
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要
性
は
低
い
だ
ろ
う
。
第
一
〇
章
の
議
論
は
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
、

安
定
的
状
況
の
想
定
と
い
う
点
で
第
九
章
を
継
続
し
て
い
る
。
第
一
一

章
の
主
題
は
、
教
会
君
主
国
で
あ
り
、
こ
の
国
家
は
、『
君
主
論
』第
一

九
章
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
新
君
主
国
で
は
な
い
。

（
二
）
加
筆
の
可
能
性

『
君
主
論
』第
一
〇
章
に
お
け
る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
意
図
を
検
討
す

る
前
に
、
国
家
分
類
論
の
後
半
部
分
、
す
な
わ
ち
、
第
八
章
か
ら
第
一

一
章
の
部
分
が
改
め
て
付
加
さ
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
も

し
『
君
主
論
』
の
一
部
が
後
年
に
挿
入
さ
れ
た
と
い
う
見
方
を
採
る
な

ら
ば
、
同
著
の
い
く
つ
か
の
重
要
な
議
論
が
比
較
的
容
易
に
説
明
可
能

と
な
ろ
う
。
こ
の
加
筆
の
理
由
の
一
つ
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
同
著

執
筆
の
開
始
時
点
で
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
新
し
い
政
治
状
況
が

あ
っ
た
点
に
求
め
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
、
第
九
章
は
、
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ

の
政
治
的
境
遇
を
踏
ま
え
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
統
治
に
関
す
る
助
言
を
提

供
す
る
た
め
に
導
入
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
一
〇
章
も
ま
た
、
加

筆
部
分
で
あ
る
可
能
性
を
完
全
に
は
否
定
で
き
な
い18

）
。

『
君
主
論
』の
す
べ
て
が
一
五
一
三
年
末
時
点
ま
で
に
執
筆
さ
れ
て
い

た
と
い
う
解
釈
に
研
究
者
の
合
意
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
（
も
と
よ
り

『
君
主
論
』
が
一
五
一
三
年
に
完
成
さ
れ
た
と
す
る
解
釈
自
身
も
、
小

ロ
レ
ン
ツ
ォ
へ
の
献
辞
を
含
め
、
些
細
な
校
正
が
あ
っ
た
と
い
う
点
で

は
、
後
年
に
手
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る19

）
）。
実
際
、
同
著
の

最
終
章
は
、
一
五
一
三
年
で
は
な
く
、
一
五
一
五
年
以
降
に
追
加
さ
れ

た
と
解
釈
す
る
い
く
つ
か
の
立
場
が
あ
る20

）
。
こ
れ
ら
の
解
釈
も
、
十
分

な
根
拠
に
立
脚
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
の
可
能
性
は

排
除
で
き
な
い
。
ま
た
、
第
九
章
に
つ
い
て
も
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が

『
君
主
論
』
を
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に
献
呈
し
よ
う
と
意
図
し
た
際
に
付
加

さ
れ
た
部
分
と
見
る
解
釈
が
あ
る21

）
。本
論
で
も
同
様
の
解
釈
を
採
る
が
、

こ
れ
は
、
同
著
最
終
章
が
後
年
に
付
加
さ
れ
た
と
い
う
説
と
同
様
に
、

十
分
に
根
拠
づ
け
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

だ
が
、
次
の
二
つ
の
根
拠
は
、
狭
義
に
は
書
誌
学
的
な
も
の
で
は
な

い
に
せ
よ
、
重
要
で
あ
る
。
第
一
に
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は『
君
主
論
』

第
一
章
で
、
第
二
章
以
降
の
国
家
分
類
論
の
見
取
り
図
を
予
示
し
て
い

る
が
、
実
の
と
こ
ろ
、
彼
は
、
そ
の
縮
図
で
は
今
後
の
国
家
分
類
論
の

す
べ
て
を
提
示
し
て
は
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
こ
に
は
、
支
配
権
の

獲
得
が
他
者
の
力
な
い
し
幸
運
に
依
存
し
た
場
合
の
議
論
、
つ
ま
り
第

七
章
ま
で
の
範
囲
し
か
含
ま
れ
て
い
な
い
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
第
一

章
の
執
筆
時
点
で
第
八
章
か
ら
第
一
一
章
ま
で
の
議
論
を
構
想
し
て
い

た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
彼
は
、
第
八
章
か
ら
第
一
一
章
ま
で
の
諸
章
の
内

容
を
第
一
章
の
見
取
り
図
で
示
し
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

第
二
の
根
拠
は
、
国
家
分
類
論
の
前
半
と
後
半
の
議
論
展
開
が
い
く

つ
か
の
点
で
屈
折
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る22

）
。
第
一
章
か
ら
第
七
章
ま
で
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の
範
囲
は
、
第
一
章
で
の
見
取
り
図
に
即
し
た
形
で
ス
ム
ー
ズ
に
展
開

し
て
い
る
と
言
え
る
が
、
そ
の
後
の
範
囲
の
議
論
は
、
け
っ
し
て
明
瞭

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
以
後
本
論
で
示
す
よ
う
に
、
特
に
第
一
〇
章

の
議
論
は
、
前
後
の
章
の
議
論
と
十
分
に
整
合
的
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
そ
の
議
論
が
さ
ほ
ど
難
解
で
な
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
執
筆
中
に
議
論
が
混
乱
す
る
ほ
ど
に
稚
拙
な
著
述
家
だ
っ

た
の
か
。
彼
の
議
論
の
こ
う
し
た
屈
折
は
、
た
ん
に
そ
の
叙
述
能
力
の

欠
如
か
ら
生
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
彼
は
、
執
筆
開
始
の

時
点
で
は
予
定
の
な
か
っ
た
対
象
を
（
第
七
章
ま
で
と
は
重
大
な
齟
齬

が
生
じ
な
い
形
で
）
新
た
に
考
察
し
始
め
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

も
し
『
君
主
論
』
の
議
論
が
第
七
章
か
ら
第
一
二
章
へ
と
直
接
的
に

推
移
し
た
と
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
そ
の
議
論
は
、
第
八
章
か
ら
第
一

一
章
ま
で
の
範
囲
を
含
ん
だ
場
合
よ
り
も
、
は
る
か
に
明
快
に
展
開
さ

れ
て
い
る
と
言
え
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
第
六
章
で

自
ら
の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
で
君
主
と
な
っ
た
人
物
に
触
れ
た
後
、
第
七
章
で

は
対
照
的
に
他
者
の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
に
依
拠
し
た
君
主
を
扱
い
、
自
前
の

軍
隊
を
組
織
す
る
必
要
性
を
訴
え
て
い
た
。
そ
の
後
、『
君
主
論
』第
一

二
章
以
降
で
、
傭
兵
に
依
存
せ
ず
自
前
の
軍
隊
を
組
織
せ
よ
と
い
う
議

論
が
本
格
的
に
展
開
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
る
な
ら
ば
、
そ
の
議
論

展
開
は
、
き
わ
め
て
自
然
な
流
れ
と
言
え
よ
う
。
こ
の
想
定
か
ら
す
れ

ば
、
国
家
分
類
論
全
体
が
第
一
二
章
以
降
の
助
言
部
分
と
同
じ
時
期
に

執
筆
さ
れ
た
と
い
う
解
釈
も
、
い
っ
そ
う
説
得
的
と
な
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
わ
れ
わ
れ
が
目
に
す
る
『
君
主
論
』
に
は
、
第
八
章
か
ら
第
一

一
章
ま
で
の
四
つ
の
章
が
あ
る
。

三

国
家
分
類
論
の
構
成
と
第
一
〇
章

（
一
）
君
主
の
類
型
化

『
君
主
論
』第
一
〇
章
は
、
前
後
の
章
と
ど
の
よ
う
な
理
論
的
連
関
が

あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
君
主
を
い
か
に
類
型

化
し
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の
関
連
を
見
て
み
よ
う
。
第
六
章

か
ら
第
九
章
ま
で
の
四
つ
の
章
で
は
、
君
主
は
、
支
配
権
の
獲・
得・
に
お

い
て
自
分
の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
に
依
存
し
て
い
た
か
否
か
と
い
う
基
準
か
ら

分
類
さ
れ
て
い
た
。
第
六
章
の
君
主
は
、
ほ
と
ん
ど
全
面
的
に
自
己
の

ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
で
権
力
を
獲
得
し
て
お
り
、
逆
に
第
七
章
の
君
主
は
、
そ

う
し
た
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
を
ほ
と
ん
ど
持
た
ず
、
大
幅
に
幸
運
に
依
存
し
て

い
る
。
第
八
章
と
第
九
章
の
君
主
は
、「
全
面
的
に
は
」ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
に

も
幸
運
に
も
依
存
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
二
つ
の
君
主
は
、
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ

の
程
度
に
お
い
て
第
六
章
と
第
七
章
の
君
主
の
間
の
ど
こ
か
に
位
置
づ

け
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
第
一
〇
章
の
君
主
は
、
こ
の
基
準
か
ら
類
型
化
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
た
し
か
に
「
す
べ
て
の
君
主
国
の
力
を
ど
の
よ
う
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に
推
し
量
る
べ
き
か
」
と
い
う
同
章
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
は
、「
力
（v

ir,

v
irtu

）」
に
関
係
し
て
い
る
と
い
う
点
で
従
前
の
議
論
に
準
じ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
権
力
の
獲・
得・
が
武
力
（
あ
る
い
は
、
武
力

と
は
異
な
る
何
ら
か
の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
）
に
基
づ
い
て
い
た
か
と
い
う
問

題
は
、
そ
れ
が
君
主
の
支
配
の
あ
り
方
を
左
右
す
る
主
要
因
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
章
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
第
一
〇

章
の
議
論
は
、
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
新
君
主
国
特
有
の
状
況
を

想
定
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
の
問
題
は
、
君
主
が
支
配
権

を
維・
持・
す
る
上
で
防
衛
が
独
力
で
可
能
か
否
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
な

お
、
議
論
の
重
点
は
、
君
主
が
臣
民
と
い
う
よ
り
外
国
勢
力
と
の
関
係

で
自
国
を
い
か
に
維
持
す
る
か
と
い
う
問
題
に
置
か
れ
て
い
る
。

第
一
一
章
の
「
教
会
君
主
国
」
論
と
の
関
連
か
ら
第
一
〇
章
を
検
討

し
よ
う
。
第
一
一
章
は
、
い
さ
さ
か
唐
突
に
「
今
や
教
会
君
主
国
を
考

察
す
る
こ
と
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る23

）
」と
い
う
陳
述
で
始
ま
っ
て
い
る
。

と
は
い
え
、
こ
の
章
に
も
ま
た
、
支
配
権
の
獲
得
を
め
ぐ
る
議
論
が
あ

る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
す
で
に
示
し
た
よ
う
に
、
教
会
国
家
の
支
配
権

は
、
獲
得
こ
そ
困
難
で
あ
る
が
、
維
持
は
容
易
で
あ
る
（
支
配
権
の
維

持
の
容
易
さ
と
い
う
点
の
み
か
ら
言
え
ば
、
教
会
国
家
の
君
主
は
、
第

六
章
の
類
型
の
君
主
に
近
い
）。こ
の
よ
う
に
権
力
獲
得
と
い
う
見
地
か

ら
は
、
第
一
一
章
の
教
会
君
主
は
、
第
八
章
と
第
九
章
の
場
合
と
同
様

に
、
分
類
上
並
立
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
う
る
。
と
こ
ろ
が
、
先
行
す
る

第
一
〇
章
で
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
支
配
権
の
獲
得
時
点
で
の
ヴ
ィ

ル
ト
ゥ
の
有
無
に
つ
い
て
沈
黙
し
て
い
る
た
め
、
第
一
〇
章
は
、
こ
の

分
類
上
の
視
点
か
ら
は
例
外
的
で
あ
る
よ
う
に
見
え
る24

）
。

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
第
一
〇
章
冒
頭
で
、「
こ
れ
ら
君
主
国
の
性
質
を

考
究
す
る
上
で
、
別
の
も
う
一
つ
の
考
慮
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
彼
は
、
新
し
い
考
察
を
従
前
の
議
論
と
何
ら
か
の

関
連
が
あ
る
か
の
よ
う
な
形
で
開
始
し
て
い
る
が
、
籠
城
に
関
す
る
考

察
は
、
な
ぜ
こ
こ
で
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
。
君
主
が
権
力
獲
得
時
に
自

己
の
武
力
を
有
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
ボ
ル
ジ
ア
の
よ
う
に
自
前
の

軍
隊
を
至
急
形
成
せ
よ
と
い
う
助
言
を
提
供
す
れ
ば
、十
分
で
あ
ろ
う
。

事
実
、
彼
は
、
自
前
の
軍
隊
を
備
え
て
い
な
い
君
主
に
は
、
す
で
に
そ

の
必
要
性
を
力
説
し
て
き
た
し
、
後
の
諸
章
で
も
こ
れ
を
訴
え
る
こ
と

に
な
る
。
タ
イ
ト
ル
の
示
し
て
い
る
「
力
」
が
君
主
の
軍
事
力
を
意
味

す
る
と
仮
定
す
れ
ば
、
そ
の
力
を
推
し
量
る
と
い
う
タ
イ
ト
ル
は
、
軍

事
力
を
正
面
か
ら
論
じ
た
第
一
二
章
冒
頭
に
で
も
置
か
れ
る
ほ
う
が
適

切
で
あ
ろ
う
。
自
前
の
軍
隊
を
つ
ね
に
欠
い
て
い
る
場
合
が
こ
こ
で
扱

わ
れ
る
理
由
に
つ
い
て
は
、
本
論
第
四
節
で
検
討
し
よ
う
。

（
二
）
国
家
の
類
型
化

こ
の
よ
う
に
『
君
主
論
』
第
八
章
か
ら
第
一
一
章
ま
で
の
四
つ
の
章

で
は
君
主
は
、
明
確
な
単
一
の
包
括
的
基
準
か
ら
類
型
化
さ
れ
て
い
る
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わ
け
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
た
ん
に
自
ら
の
思

い
つ
く
ま
ま
に
議
論
を
展
開
し
た
と
い
う
解
釈
も
説
得
的
で
は
な
い
だ

ろ
う25

）
。
た
し
か
に
彼
に
は
著
作
の
細
部
ま
で
十
分
に
校
正
す
る
時
間
的

余
裕
が
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
見
過
す
べ
き
で
は
な
い

の
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
第
一
〇
章
で
従
前
の
章
の
議
論
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
今
後
の
章
の
議
論
を
予
告
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
こ

う
し
た
言
及
は
、
同
章
で
二
度
な
さ
れ
て
い
る26

）
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が

こ
の
よ
う
に
著
作
を
俯
瞰
し
て
い
る
事
実
は
、
彼
が
た
ん
に
無
思
慮
に

議
論
を
開
始
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は
、
少
な
く
と
も
叙

述
の
不
備
を
そ
の
ま
ま
放
置
し
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る

と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。

第
八
章
か
ら
第
一
一
章
ま
で
の
範
囲
に
は
、
権
力
獲
得
時
の
ヴ
ィ
ル

ト
ゥ
の
有
無
と
い
う
観
点
と
は
別
の
共
通
の
視
点
が
う
か
が
え
る
。
そ

こ
で
の
共
通
の
テ
ー
マ
は
、
様
々
な
統
治
対
象
の
性
格
で
あ
り
、
こ
の

分
析
は
、
複
数
の
種
類
の
国
家
を
論
じ
た
第
三
章
か
ら
第
五
章
ま
で
の

作
業
を
再
開
し
た
も
の
と
言
え
る
。
ま
た
、
第
六
章
以
降
の
範
囲
で
も
、

君
主
国
の
性
質
を
明
確
化
す
る
作
業
は
、
君
主
の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
と
い
う

基
準
か
ら
の
考
察
と
同
時
並
行
的
に
展
開
さ
れ
て
い
た
と
見
え
な
く
も

な
い
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
視
点
か
ら
の
議
論
（
第
三
章
か
ら
第
五
章

ま
で
）は
、
支
配
権
の
獲
得
方
法
と
い
う
分
類
基
準
に
即
し
た
議
論（
第

六
章
か
ら
第
九
章
ま
で
）と
矛
盾
す
る
わ
け
で
は
な
い
。マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ

リ
は
様
々
な
都
市
や
地
域
を
分
類
し
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
な
統
治
術
を
提

供
し
よ
う
と
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

統
治
対
象
の
性
格
の
分
析
と
い
う
観
点
か
ら
具
体
的
に
各
章
の
議
論

を
見
て
み
よ
う
。『
君
主
論
』第
八
章
と
第
九
章
は
、
本
国
に
他
の
共
和

国
を
併
合
す
る
場
合
を
扱
っ
た
第
五
章
と
は
異
な
り
、
共
和
国
内・
部・
で

支
配
権
を
獲
得
し
た
場
合
で
あ
る
。
第
一
〇
章
で
の
考
察
内
容
は
、
君

主
国
の
「
力
を
ど
の
よ
う
に
推
し
量
る
べ
き
か
」
と
い
う
よ
り
も
、
す

で
に
見
た
よ
う
に
、
君
主
が
他
者
に
防
衛
を
つ
ね
に
依
存
せ
ざ
る
を
え

な
い
場
合
の
対
処
法
で
あ
る
（
こ
の
点
で
第
一
〇
章
の
内
容
は
、
タ
イ

ト
ル
と
内
容
が
乖
離
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
読
者
に
与
え
る
だ
ろ

う
）。
第
一
〇
章
の
内
実
は
、
自
前
の
軍
隊
を
容
易
に
は
構
築
し
え
な
い

政
治
状
況
、
あ
る
い
は
、
籠
城
に
適
し
た
政
治
状
況
が
考
察
さ
れ
て
い

る
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
す
れ
ば
、
第
一
〇
章
の
考
察
は
、
特
殊

な
統
治
対
象
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、
教
会

国
家
を
扱
っ
た
第
一
一
章
も
、
特
殊
な
統
治
対
象
の
一
つ
だ
と
理
解
で

き
る
。こ
う
し
て
様
々
な
統
治
対
象
を
明
確
化
す
る
と
い
う
目
的
か
ら
、

こ
れ
ら
四
つ
の
章
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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四

『
君
主
論
』
第
一
〇
章
の
意
味

（
一
）
理
論
的
動
機
に
基
づ
く
第
一
〇
章

し
か
し
、
こ
の
よ
う
に
『
君
主
論
』
第
一
〇
章
と
他
の
諸
章
と
の
一

定
の
共
通
性
を
う
か
が
え
る
と
し
て
も
、
同
章
の
異
質
さ
は
、
や
は
り

際
立
っ
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
統
治
対

象
の
性
格
を
右
の
よ
う
に
分
析
し
た
に
せ
よ
、
そ
れ
ら
一
連
の
類
型
化

は
、
先
述
の
よ
う
に
、
単
一
の
分
類
基
準
に
基
づ
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
章
を
設
け
た
理
由
に
つ
い
て
は
別
の
観
点
か

ら
二
つ
の
可
能
性
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
一
つ
は
、
第
一
〇
章
が
第
九

章
（
な
い
し
そ
の
他
の
章
）
の
補
足
的
な
考
察
を
展
開
し
て
い
る
可
能

性
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
理
論
的
営
為
と
は
い
さ
さ
か
異
な
る
現
実

的
な
事
情
ゆ
え
に
そ
の
章
を
導
入
し
た
可
能
性
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ

の
二
つ
は
、
両
立
不
可
能
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

第
一
の
可
能
性
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
理
論
的
な
動
機
を
重
視
す

る
こ
と
に
な
ろ
う
。『
君
主
論
』
は
、『
リ
ウ
ィ
ウ
ス
論
』
と
比
較
す
る

限
り
、
実
践
的
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
が
、
そ
の
理
論
的
性
格
を
軽
視
す

べ
き
で
は
な
い
。
第
六
章
と
第
七
章
は
、
一
対
の
対
照
的
な
君
主
類
型

を
扱
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
第
六
章
の
君
主
類
型
は
、
仮
に
実
践
的

意
味
は
弱
い
に
せ
よ
、第
七
章
の
君
主
類
型
を
導
き
出
す
役
割
が
あ
る
。

第
八
章
と
第
九
章
も
ま
た
、
一
対
の
対
照
的
な
君
主
類
型
を
扱
っ
て
お

り
、
第
八
章
の
君
主
類
型
は
、
第
九
章
の
君
主
類
型
を
浮
き
彫
り
す
る

理
論
的
役
割
が
あ
る
。
第
一
〇
章
に
は
、
類
型
上
こ
う
し
た
対
の
組
み

合
わ
せ
と
な
る
別
の
章
が
な
い
。
と
は
い
え
、
同
章
の
君
主
類
型
は
、

軍
事
力
を
具
備
す
る
君
主
類
型
と
対
照
的
と
言
え
る
。「
す
べ
て
の
君
主

国
の
力
を
ど
の
よ
う
に
推
し
量
る
べ
き
か
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
お
け

る
「
力
」
と
は
、
こ
こ
で
は
狭
義
の
軍
事
力
、
す
な
わ
ち
、
都
市
の
防

衛
力
を
意
味
し
う
る
。
こ
の
意
味
で
は
、「
す
べ
て
の
君
主
国
の
力
」を

推
し
量
る
と
い
う
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
試
み
が
遂
行
さ
れ
て
い
る
と
言

え
る
。

『
君
主
論
』第
一
〇
章
の
一
部
が
第
九
章
の
具
体
的
議
論
と
一
定
の
関

連
を
有
す
る
こ
と
も
無
視
で
き
な
い
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
第
九
章
末

尾
で
、
君
主
が
市
民
た
ち
と
信
頼
関
係
を
構
築
す
る
よ
う
、
常
日
頃
か

ら
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
こ

う
し
た
良
好
な
関
係
が
構
築
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、
君
主
が
緊
急
時
に

多
く
の
人
間
か
ら
支
援
を
当
て
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い27

）
。
逆
に
君
主

は
、
絶
対
的
体
制
を
目
指
す
場
合
、
こ
う
し
た
信
頼
関
係
を
構
築
し
え

な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
第
一
〇
章
末
尾
に
は
、
君
臣
間
の
結
束
力
の
維

持
な
い
し
形
成
に
関
す
る
議
論
が
あ
る
。実
際
、同
章
で
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ

リ
は
、
君
主
が
「
臣
下
を
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
た
、
今
後
述
べ

る
よ
う
に
扱
う
な
ら
ば
、
攻
撃
を
与
え
る
側
は
、
つ
ね
に
慎
重
に
な
ら

ざ
る
を
え
な
い28

）
」
と
論
じ
て
お
り
、
こ
の
「
す
で
に
述
べ
た
」
箇
所
が
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第
九
章
を
指
す
と
も
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
『
リ
ウ
ィ
ウ
ス
論
』
で
し
ば

し
ば
、
あ
る
議
論
を
展
開
し
た
後
、
そ
れ
に
関
連
す
る
別
の
議
論
を
考

察
す
る
た
め
に
改
め
て
新
し
い
章
を
設
け
て
い
る29

）
。
同
様
に『
君
主
論
』

第
一
〇
章
も
、
君
臣
関
係
を
め
ぐ
る
第
九
章
の
議
論
と
の
関
連
か
ら
そ

れ
に
付
随
的
な
考
察
を
改
め
て
展
開
し
た
と
見
え
な
く
は
な
い
（
た
だ

し
、
彼
が
『
君
主
論
』
第
一
五
章
で
議
論
の
実
践
的
有
用
性
を
自
負
し

て
い
る
点
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
読
者
の
具
体
的
状
況
と
完
全
に
無
縁
の

議
論
を
た
ん
に
抽
象
的
な
知
的
営
為
の
た
め
に
の
み
導
入
し
た
と
即
断

す
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う30

）
）。

（
二
）
実
践
的
動
機
に
基
づ
く
第
一
〇
章

考
察
に
値
す
る
も
う
一
つ
の
可
能
性
は
、
籠
城
に
関
す
る
対
策
を
考

察
す
べ
き
実
践
的
理
由
が
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
に
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で

あ
る
。
す
で
に
本
論
第
一
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
彼
は
『
君
主
論
』
で
、

分
類
そ
れ
自
体
を
目
的
と
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
も
、
具
体
的
な
政
治

状
況
を
想
定
し
な
が
ら
分
類
を
展
開
し
て
い
る
。
軍
事
力
の
迅
速
な
形

成
を
力
説
し
て
き
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
、
軍
事
力
に
関
す
る
自
ら
の

主
張
の
例
外
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
〇
章
で

他
者
の
防
衛
に
つ
ね
に
依
存
す
る
場
合
を
論
じ
た
の
は
、
そ
う
し
た
現

実
的
な
事
情
が
読
者
に
生
じ
て
い
た
た
め
で
は
な
い
か
。
す
な
わ
ち
、

メ
デ
ィ
チ
家
は
、
ま
さ
に
こ
う
し
た
考
察
を
要
す
る
政
治
状
況
に
直
面

し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
観
点
か
ら
着
目
し
て
お
く
べ
き
は
、『
君
主
論
』第
一
一
章
で
あ

る
。
教
会
君
主
国
に
関
す
る
議
論
は
、
君
主
の
分
類
と
い
う
理
論
的
観

点
よ
り
も
こ
の
実
践
的
観
点
か
ら
容
易
に
説
明
可
能
で
あ
ろ
う
。
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
一
五
一
三
年
の
三
月
と
四
月
に
友
人
宛
書
簡
で
、
教

皇
レ
オ
一
〇
世
に
自
ら
を
推
薦
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
意
思
を
表
明

し
て
い
る31

）
。
先
述
の
よ
う
に
、
第
一
一
章
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
教
会
君

主
国
で
の
権
力
維
持
は
、
容
易
で
あ
り
、
そ
こ
で
の
主
要
な
テ
ー
マ
は
、

教
皇
の
権
力
維
持
の
方
策
で
は
な
い
。
そ
れ
は
む
し
ろ
、
教
皇
の
世
俗

支
配
の
拡
大
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
同
章
の
議
論
は
、
実
践
的
な
色
彩

が
濃
い
。
教
皇
の
野
心
は
、
新
し
い
教
皇
領
の
獲
得
と
不
可
分
で
あ
り
、

こ
の
点
で
同
章
の
議
論
は
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
と
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
の
い
ず

れ
を
名
宛
人
と
し
た
場
合
に
も
現
実
政
治
と
深
い
関
連
が
あ
る
。
同
章

は
、
議
論
展
開
上
は
唐
突
な
印
象
を
与
え
る
と
し
て
も
、
実
践
的
な
意

味
で
は
け
っ
し
て
不
自
然
で
は
な
い
。

で
は
、
つ
ね
に
他
者
の
軍
事
的
支
援
を
必
要
と
し
、
軍
隊
を
独
力
で

備
え
ら
れ
な
い
ゆ
え
に
籠
城
以
外
の
手
段
が
見
出
せ
な
い
政
治
的
対
象

と
は
、
具
体
的
に
ど
こ
だ
ろ
う
か
。『
君
主
論
』
第
一
〇
章
の
議
論
は
、

第
九
章
や
第
一
一
章
の
場
合
と
は
異
な
り
、
そ
の
場
所
を
特
定
さ
せ
る

手
が
か
り
を
わ
れ
わ
れ
に
ほ
と
ん
ど
与
え
て
い
な
い
た
め
、
そ
の
確
定

作
業
は
、
け
っ
し
て
容
易
で
は
な
い
。
と
は
い
え
、
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
や
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メ
デ
ィ
チ
教
皇
な
ど
の
同
時
代
人
は
、
そ
の
具
体
的
対
象
を
容
易
に
想

起
し
え
た
か
も
し
れ
な
い
。
彼
ら
の
立
場
を
考
慮
す
れ
ば
、
ア
ペ
ニ
ン

以
北
の
都
市
を
含
め
た
都
市
が
検
討
さ
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
見
地

か
ら
可
能
性
の
あ
る
都
市
国
家
は
、
ウ
ル
ビ
ー
ノ
で
あ
ろ
う
。
そ
の
山

岳
都
市
は
、
パ
ル
マ
、
モ
デ
ナ
、
レ
ッ
ジ
ョ
、
ピ
ア
チ
ェ
ン
ツ
ァ
の
よ

う
な
平
野
部
の
都
市
と
は
立
地
条
件
が
異
な
る
。『
君
主
論
』
が
ウ
ル

ビ
ー
ノ
獲
得
（
一
五
一
六
年
五
月
か
ら
六
月
頃
）
よ
り
以
前
に
執
筆
さ

れ
て
い
た
と
し
て
も
、例
え
ば
、一
五
一
五
年
の
後
半
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ

リ
が
メ
デ
ィ
チ
家
の
こ
の
野
心
を
知
り
え
た
可
能
性
は
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
仮
説
に
は
大
き
な
問
題
が
あ
る
。
す
で
に
示

し
た
よ
う
に
、『
君
主
論
』第
一
〇
章
は
、
安
定
的
な
君
主
国
を
記
述
し

て
い
る
。
他
方
、
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
は
す
で
に
ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
獲
得
以
前

に
、
も
し
ウ
ル
ビ
ー
ノ
を
獲
得
し
た
と
し
て
も
そ
こ
を
維
持
す
る
の
は

困
難
で
あ
ろ
う
と
判
断
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
の
一
つ
は
、
住
民
が
旧

来
の
君
主
へ
の
愛
着
を
抱
い
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
て
い
る32

）
。
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
ッ
リ
が
ウ
ル
ビ
ー
ノ
に
関
す
る
こ
の
見
解
を
共
有
し
て
い
た
と
い

う
具
体
的
根
拠
は
な
い
が
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
ウ
ル
ビ
ー
ノ
に
対
す
る
認

識
は
、
新
君
主
国
に
は
困
難
が
伴
う
と
い
う
『
君
主
論
』
の
認
識
と
合

致
す
る
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
こ
の
認
識
か
ら
す
れ
ば
、
第
一
〇
章
の

考
察
は
、
支
配
が
か
な
り
長
期
に
及
ん
だ
と
い
う
仮
定
で
な
い
限
り
、

ウ
ル
ビ
ー
ノ
の
状
況
に
符
合
し
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

第
一
〇
章
で
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
政
治
的
対
象
の
確
定
は
、
も
し

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
メ
デ
ィ
チ
家
の
統
治
対
象
を
た
ん
な
る
将
来
的
な

可
能
性
を
含
め
た
形
で
扱
お
う
と
し
て
い
た
と
解
釈
す
る
場
合
に
は
、

さ
ら
に
困
難
で
あ
ろ
う
。
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
や
教
皇
レ
オ
一
〇
世
は
、
特

に
ア
ペ
ニ
ン
以
北
の
複
数
の
諸
都
市
を
獲
得
し
よ
う
と
企
図
し
て
お

り
、
彼
ら
に
と
っ
て
、
獲
得
し
た
国
家
が
安
定
的
に
維
持
で
き
る
な
ら

ば
、
そ
の
国
家
の
数
が
増
え
る
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。
フ
ェ

ラ
ー
ラ
や
ミ
ラ
ノ
の
よ
う
な
重
要
都
市
も
ま
た
、
比
較
的
獲
得
し
や
す

い
小
規
模
な
都
市
と
同
様
に
、
教
皇
が
切
望
し
た
国
家
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
う
ち
に
は
、
籠
城
と
い
う
防
衛
手
段
を
取
る
し
か
な
い
と
判
断
さ

れ
た
国
家
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
三
）
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
の
可
能
性

こ
の
可
能
性
は
完
全
に
は
排
除
し
え
な
い
が
、『
君
主
論
』第
一
〇
章

が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
考
察
の
対
象
と
し
て
い
る
と
い
う
仮
説
を
再
び
考

察
し
て
み
よ
う
。
実
際
、
い
く
つ
か
の
解
釈
は
、
同
章
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ

を
想
定
し
て
い
る
と
見
て
い
る33

）
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
解
釈
は
、
ほ
と

ん
ど
テ
ク
ス
ト
上
の
根
拠
を
示
し
て
い
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第

一
〇
章
が
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
論
た
る
第
九
章
の
次
に
位
置
し
て
い
る
事
実

か
ら
判
断
す
れ
ば
、
そ
の
解
釈
は
、
き
わ
め
て
興
味
深
い
。
第
一
〇
章

が
第
九
章
と
議
論
内
容
上
の
関
連
が
あ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
た
。
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以
後
で
は
さ
ら
に
、
次
の
三
点
を
示
し
て
お
こ
う
。

第
一
に
、
第
一
〇
章
に
は
「
市
民
」
と
い
う
言
葉
が
（
一
度
限
り
で

は
あ
る
が
）登
場
す
る
。「
賢
明
な
君
主
は
、
終
始
、
包
囲
中
の
市
民
た

ち
（citta

d
in
i

）
の
気
持
ち
を
掌
握
し
て
お
く
こ
と
は
困
難
で
は
な
い34

）
」。

た
し
か
に
第
一
〇
章
の
議
論
に
は
、
被
治
者
を
指
示
す
る
言
葉
と
し
て

「
臣
民
（su

d
d
iti

）」「
人
々
（u

o
m
in
i

）」「
民
衆
（p

o
p
u
lo

）」
な
ど
も

用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
は
い
え
、
市
民
と
い
う
言
葉
は
、
国
家
分
類
論

に
限
定
す
れ
ば
、
共
和
国
を
扱
っ
た
第
五
章
、
第
八
章
、
第
九
章
で
の

み
登
場
す
る
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、『
リ
ウ
ィ
ウ
ス
論
』で
共
和
国
を

詳
細
に
論
じ
、
そ
こ
で
は
市
民
と
い
う
言
葉
が
き
わ
め
て
頻
繁
に
使
用

さ
れ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、『
君
主
論
』第
一
〇
章
で
も
そ
れ
が
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
共
和
国
を
読
者
に
印
象
づ
け
る
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、
籠
城

に
関
す
る
同
章
の
議
論
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
没
後
に
生
じ
た
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
包
囲
を
想
起
さ
せ
よ
う
（
た
だ
し
、
後
世
の
政
治
的
出
来
事
か

ら
同
章
を
読
み
込
む
の
は
、
い
さ
さ
か
危
険
で
あ
ろ
う
）。

第
二
に
、『
君
主
論
』第
一
〇
章
で
祖
国
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
治
を
考

察
し
た
と
す
れ
ば
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
自
前
の

軍
隊
の
形
成
を
説
き
続
け
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
同
所
で
そ
れ
を
説
い

て
い
な
い
の
は
不
自
然
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
が
あ
ろ
う
。
彼
は
、

『
リ
ウ
ィ
ウ
ス
論
』か
ら
明
白
な
よ
う
に
、支
配
権
拡
大
型
の
古
代
ロ
ー

マ
を
模
倣
す
べ
き
共
和
国
と
し
、
そ
の
政
策
は
、
市
民
軍
（
民
兵
軍
）

と
い
う
自
前
の
軍
事
制
度
に
立
脚
し
て
い
る35

）
。
と
す
れ
ば
、
彼
が
『
君

主
論
』
第
一
〇
章
で
防
衛
に
徹
す
る
場
合
を
祖
国
の
た
め
に
考
察
し
て

い
る
と
い
う
解
釈
に
は
や
や
無
理
が
あ
る
。
と
は
い
え
、
書
記
官
時
代

の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
差
し
当
た
り
市
民
よ
り
も
コ
ン
タ
ー
ド
の
農
民

を
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
軍
の
中
核
に
据
え
ね
ば
な
ら
な
っ
た
よ
う
に
、
彼
が

防
衛
に
力
点
を
置
い
た
議
論
を
当・
面・
の・
措・
置・
と・
し・
て・
小
ロ
レ
ン
ツ
ォ
に

提
供
し
よ
う
と
試
み
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
議
論
は
現
実
的
配
慮
に
基
づ

く
も
の
で
あ
ろ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
場
合
で
も
、

「
つ
ね
に
」
他
者
の
防
衛
に
依
存
す
る
国
家
と
い
う
表
現
に
は
い
さ
さ

か
違
和
感
が
残
る
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が『
君
主
論
』第
一
〇
章
の
議
論
で
フ
ィ

レ
ン
ツ
ェ
を
想
定
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
な
ぜ
彼
は
、
そ
の
都
市
を
本

格
的
に
論
じ
て
い
た
第
九
章
で
扱
わ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ

ち
、
彼
は
『
君
主
論
』
で
、
原
則
的
に
は
章
ご
と
に
国
家
類
型
を
構
成

し
て
き
た
た
め
、
第
一
〇
章
も
、
第
九
章
と
は
異
な
る
国
家
類
型
を
提

示
し
、
ゆ
え
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
は
異
な
る
政
治
状
況
を
導
き
出
そ
う

と
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
読
者
に
与
え
か
ね
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
第

六
章
や
第
八
章
の
よ
う
に
、
別
の
類
型
を
対
比
的
に
導
出
す
る
た
め
の

理
論
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
章
が
あ
り
、
そ
う
し
た
場
合
に
は
彼

は
、
必
ず
し
も
具
体
的
に
特
定
の
政
治
対
象
を
想
定
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
し
か
し
、
す
で
に
論
じ
た
よ
う
に
、
第
一
〇
章
に
は
、
対
と
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な
る
章
が
な
い
た
め
、
そ
の
対
照
的
な
類
型
の
君
主
に
実
践
的
な
助
言

を
提
供
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
（
そ
う
し
た
類

型
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
君
主
は
、
す
で
に
第
六
章
で
提
示
さ
れ
た

新
君
主
、
す
な
わ
ち
、
十
分
な
軍
事
力
を
備
え
た
君
主
で
あ
ろ
う
）。

だ
が
、
本
論
第
三
節
で
示
し
た
よ
う
に
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
支
配

者
の
性
質
と
国
家
の
性
質
と
い
う
二
重
の
基
準
で
分
類
を
推
し
進
め
て

き
た
こ
と
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
支

配
者
の
状
況
を
議
論
の
俎
上
に
載
せ
る
た
め
、『
君
主
論
』第
八
章
と
第

九
章
で
一
対
の
君
主
類
型
を
提
示
し
た
。
彼
は
、
こ
の
よ
う
に
権
力
獲

得
の
様
態
と
い
う
見
地
か
ら
分
類
を
い
っ
た
ん
終
え
た
後
、
第
一
〇
章

で
国
家
の
性
質
と
い
う
見
地
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
治
状
況
を
導
出

し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
の
新
し
い
分
類
基
準
と
は
、

支
配
者
の
権
力
獲
得
時
の
武
力
の
有
無
で
は
な
く
、
外
国
勢
力
に
立
ち

向
か
う
軍
事
力
の
有
無
と
い
う
基
準
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ

た
類
型
は
、
君
主
の
権
力
維
持
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
も
の
の
、
対
外

的
軍
事
力
が
欠
如
し
て
い
る
ゆ
え
に
自
国
の
防
衛
を
第
三
者
に
依
存
せ

ざ
る
を
え
な
い
場
合
で
あ
る
。
君
主
の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
と
い
う
よ
り
も
、

国
家
の
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
に
着
目
す
る
こ
の
視
点
は
、
君
主
と
国
家
の
軍
事

力
が
同
一
視
さ
れ
が
ち
な
君
主
国
一
般
と
は
異
な
り
、
共
和
国
の
性
質

の
濃
い
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
明
確
化
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
れ
ら
の
見
方
か
ら
す
れ
ば
、『
君
主
論
』
第
一
〇
章
が
フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
を
想
定
し
た
議
論
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
解

釈
は
、
仮
説
の
域
を
出
て
お
ら
ず
、
そ
の
命
題
が
立
証
さ
れ
た
と
は
言

い
が
た
い
。
し
か
し
、「
問
題
は
何
か
」
が
判
明
し
た
状
態
は
、「
問
題

が
何
か
」
で
す
ら
判
明
し
な
い
状
態
よ
り
は
望
ま
し
い
だ
ろ
う
。
こ
の

問
題
の
解
明
は
、
国
家
分
類
論
の
部
分
の
構
造
、
ひ
い
て
は『
君
主
論
』

全
体
を
理
解
す
る
た
め
に
有
益
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ

リ
が
そ
の
作
品
で
読
者
に
ど
の
よ
う
な
認
識
を
与
え
、
全
体
と
し
て
ど

の
よ
う
な
実
践
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
し
よ
う
と
し
て
い
た
か
を
解
明
す

る
こ
と
で
も
あ
る
。

注（
１
）Q

u
en
tin
 
S
k
in
n
er,

M
ach

iavelli:
A
 
V
ery

 
S
h
ort In

tro-

d
u
ction

O
x
fo
rd
:
O
x
fo
rd U

n
iv
ersity P

ress,1981

）,p
p
.23

28.

塚
田
富
治
訳
『
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
｜
｜
自
由
の
哲
学
者
』（
未

來
社
、
一
九
九
一
年
）、
四
四
｜
五
〇
頁
。

（
２
）J.

G
.
A
.
P
o
co
ck
,
T
h
e
 
M
ach

iavellian
 
M
om
en
t:
F
lor-

en
tin
e P

olitical T
h
ou
gh
t an

d
 
th
e A

tlan
tic
 
R
epu

blican
 

T
rad

ition
P
rin
ceto

n
:
P
rin
ceto

n
 
U
n
iv
ersity

 
P
ress,

1975

）,p
.160.

田
中
秀
夫
・
奥
田
敬
・
森
岡
邦
泰
訳
『
マ
キ
ァ
ヴ
ェ

リ
ア
ン
・
モ
ー
メ
ン
ト
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
八
年
）、

一
四
四
｜
一
四
五
頁
。

（
３
）F

ra
n
cesco

 
D
e
 
S
a
n
ctis,

S
toria

 
d
ella

 
letteratu

ra

M
ila
n
o
:
B
ietti,

1963

）,p
.
508.

池
田
廉
・
在
里
寛
司
訳
『
イ
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タ
リ
ア
文
学
史
（
ル
ネ
サ
ン
ス
篇
）』（
現
代
思
潮
社
、
一
九
七
三

年
）、
三
二
〇
頁
。

（
４
）
鹿
子
生
浩
輝
『
征
服
と
自
由
｜
｜
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
の
政
治
思

想
と
ル
ネ
サ
ン
ス
・
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
』（
風
行
社
、
二
〇
一
三
年
）、

第
二
章
。

（
５
）

し
か
し
、
新
君
主
国
（p

rin
cip
a
to n

u
o
v
o

）
に
は
困
難
が
伴

う
。
…
…
そ
の
変
革
は
、
新
君
主
国
す
べ
て
に
あ
る
当
然
の
困
難
か

ら
生
じ
る
。
こ
の
国
家
で
は
、
人
々
は
、
よ
り
良
く
な
る
も
の
と
信

じ
て
自
ら
支
配
者（sig

n
o
re

）を
変
え
よ
う
と
す
る
。
こ
の
信
念
は
、

彼
ら
に
支
配
者
に
対
し
武
器
を
取
ら
せ
る
の
で
あ
る
。
…
…
こ
う

し
た
事
態
の
も
う
一
つ
の
原
因
は
、
本
来
的
で
当
然
の
必
要
性
か

ら
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
君
主
に
な
る
人
物
は
つ
ね
に
、
兵

士
の
武
力
や
、
征
服
地
で
行
わ
れ
る
無
数
の
加
害
行
為
に
よ
っ
て
、

そ
の
人
々
を
傷
つ
け
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
あ
な

た
は
、
そ
の
君
主
国
を
征
服
す
る
上
で
傷
つ
け
た
人
々
す
べ
て
を

敵
に
回
す
の
で
あ
る
。」N
icco

lo
M
a
ch
ia
v
elli,

Il P
rin
cipe

,a
 

cu
ra d

i G
io
rg
io In

g
lese

T
o
rin
o
:
E
in
a
u
d
i,
1995

）,3,
p
p
.

10
11.

池
田
廉
訳
『
君
主
論
』﹇『
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
全
集
・
一
』﹈

（
筑
摩
書
房
、
一
九
九
八
年
）、
七
｜
八
頁
。

（
６
）L

ettera
,
N
icco

lo
M
a
ch
ia
v
elli a F

ra
n
cesco V

etto
ri,10

 
d
icem

b
re 1513,

in O
pere d

i N
iccolo

M
ach

iavelli,
v
o
l.
III

T
o
rin
o
:
U
T
E
T
,
1984

）,p
p
.423

428.

松
本
典
昭
・
和
栗
珠

里
訳
「
書
簡
」﹇『
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
全
集
・
六
』﹈（
筑
摩
書
房
、
二

〇
〇
〇
年
）、
二
四
二
｜
二
四
六
頁
。

（
７
）L

ettera
,
N
icco

lo
M
a
ch
ia
v
elli a F

ra
n
cesco V

etto
ri,31

 

g
en
n
a
io 1515,

p
p
.
488

491.

邦
訳
、
二
八
三
｜
二
八
六
頁
。

（
８
）C
ecil H

.
C
lo
u
g
h
,
M
ach

iavelli
 
R
esearch

es
N
a
p
o
li:

Istitu
to U

n
iv
ersita

rio O
rien

ta
le,

1967

）,ch
.
2.

（
９
）
と
は
い
え
、『
君
主
論
』
の
完
成
時
期
は
、
一
五
一
六
年
三
月
以

後
で
あ
る
と
は
断
言
で
き
ず
、
ジ
ュ
リ
ア
ー
ノ
の
生
存
中
で
あ
る

可
能
性
は
、
完
全
に
は
排
除
し
え
な
い
。
執
筆
時
期
に
関
す
る
先
行

研
究
と
そ
れ
に
関
す
る
考
察
は
、
鹿
子
生
、
前
掲
書
、
一
五
八
｜
一

七
一
頁
を
参
照
。

（
10
）F

ra
n
cesco V

etto
ri,
V
ita d

i L
oren

ze d
e’
M
ed
ici d

u
ca

 
d
’U
rbin

o
,
in S

critti storici e politici
(B
a
ri:G

iu
s.L

a
terza

&
F
ig
li,

1972),
p
p
.
259-272,

a
t
 
p
p
.
263-264.

L
u
d
w
ig

 
P
a
sto
r,
T
h
e H

istory of th
e P

opes,
from

 
th
e C

lose of th
e

 
M
id
d
le A

ges:
D
raw

n
 
from

 
th
e S

ecret A
rch

ives of
 
th
e

 
V
atican an

d O
th
er O

rigin
al S

ou
rces

L
o
n
d
o
n
:
R
o
u
tled

-

g
e
&
K
eg
a
n P

a
u
l,
1950

）,V
II,

p
.
148.

（
11
）F

ra
n
cesco

 
G
u
iccia

rd
in
i,
D
el m

od
o
 
d
i assicu

rare
 
lo

 
stato

 
alla

 
casa

 
d
e’

M
ed
ici,

in
 
D
iscorsi e

 
D
iscorsi d

el
 

R
eggim

en
to
 
d
i F

iren
ze

B
a
ri:

G
iu
s.
L
a
terza

&
F
ig
li,

1932

）,p
p
.
268

269.
L
o
d
o
v
ico
 
A
la
m
a
n
n
i,
D
iscorso

 
d
i

 
L
od
ovico A

lam
an
n
i sopra il ferm

are lo stato d
i F

iren
ze

 
n
ella

 
d
evozion

e
 
d
e’

M
ed
ici,

in
 
R
u
d
o
lf v

o
n
 
A
lb
ertin

i,

F
iren

ze d
alla repu

bblica al prin
cipato:

S
toria e coscien

za
 

politica
T
o
rin
o
:
E
in
a
u
d
i,
1955

）,p
.
376.

（
12
）H

.
C
.
B
u
tters,

G
overn

ors an
d
 
G
overn

m
en
t in

 
E
arly

 
S
ixteen

th
-C
en
tu
ry F

loren
ce,

1
5
0
2
1
5
1
9

O
x
fo
rd
:
C
la
r-
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en
d
o
n P

ress,
1985

）,p
.
236.

（
13
）Ib

id
.,
p
.
240.

（
14
）M

a
ch
ia
v
elli,

D
iscorsi sopra

 
la
 
prim

a
 
d
eca

 
d
i T

ito
 

L
ivio

M
ila
n
o
:
R
izzo

li,
1984

）,I,
25,

p
.
120.

永
井
三
明
訳

『
デ
ィ
ス
コ
ル
シ
』﹇『
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
全
集
・
二
』（
筑
摩
書
房
、

一
九
九
九
年
）、
七
九
｜
八
〇
頁
。

（
15
）G

io
v
a
n
n
i S
ilv
a
n
o
,
‘V
ivere civile’

e
‘govern

o m
isto’

a
 

F
iren

ze
 
n
el
 
prim

a
 
cin
qu
ecen

to
B
o
lo
g
n
a
:
P
a
tro
n

 
E
d
ito
re:

1985

）,p
p
.
24

25.
43.

V
etto

ri,
S
om
m
ario

 
d
ella

 
Istoria d

’Italia
1
5
1
2
1
5
2
7

）,in S
critti storici e politici,

p
p
.
133

246,
a
t p
.
153.

Id
.,
V
ita d

i L
oren

ze,
p
.
263.

（
16
）M

a
ch
ia
v
elli,

Il P
rin
cipe

,
10,

p
.
69.

邦
訳
、
三
七
頁
。

（
17
）Ib

id
.,
10,

p
.
72.

邦
訳
、
三
八
頁
。

（
18
）『
君
主
論
』
を
邦
訳
し
た
河
島
英
昭
は
、
第
一
〇
章
の
脚
注
部
分

で
、
そ
の
章
が
挿
入
さ
れ
た
部
分
だ
と
論
じ
て
い
る
。
そ
の
根
拠

は
、
判
然
と
し
な
い
が
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
第
一
章
の
時
点
で
す

で
に
第
一
一
章
ま
で
を
構
想
し
、
ま
た
、
第
一
一
章
冒
頭
で「
い
ま

や
私
た
ち
に
残
さ
れ
た
の
は
聖
職
者
に
よ
る
君
主
政
体
に
つ
い
て

論
ず
る
こ
と
だ
け
と
な
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
点
に
求
め
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。『
君
主
論
』
河
島
英
昭
訳
（
岩
波
文
庫
、
一

九
九
八
年
）、
注（
二
）、
二
六
四
｜
二
六
六
頁
。
し
か
し
、
本
論
で

指
摘
し
た
よ
う
に
、
第
一
章
の
国
家
分
類
論
の
見
取
り
図
で
は
、
第

七
章
ま
で
の
範
囲
し
か
予
示
さ
れ
て
い
な
い
。

（
19
）F

ed
erico

 
C
h
a
b
o
d
,
S
critti

 
su
 
M
ach

iavelli
T
o
rin
o
:

E
in
a
u
d
i,
1964

）,p
p
.
137

193.

（
20
）H
a
n
s B

a
ro
n
,
‘T
h
e P

rin
cipe

 
a
n
d
 
th
e
 
P
u
zzle

 
o
f th

e
 

D
a
te
 
o
f
 
C
h
a
p
ter

 
26’,

in
 
Jou

rn
al
 
of
 
M
ed
ieval

 
an
d

 
R
en
aissan

ce S
tu
d
ies
,
21

1991

）,p
p
.
83

102.
F
elix G

ilb
er-

t,
M
ach

iavelli
 
e
 
il
 
su
o
 
tem

po
B
o
lo
g
n
a
:
Il M

u
lin
o
,

1964

）,p
.
340.

C
f.
R
o
b
ert B

la
ck
,
‘N
o
te o

n th
e D

a
te a

n
d

 
G
en
esis o

f M
a
ch
ia
v
elli’s D

e prin
cipatibu

s’,
in E

u
ropa e

 
Italia

F
iren

ze:
F
iren

ze U
n
iv
ersity P

ress,
2011

）,p
p
.
29

41.

（
21
）G

io
rg
io In

g
lese,

P
er
 
M
ach

iavelli:
L
’arte d

ello
 
stato,

L
a cogn

izion
e d
elle storie

R
o
m
a
:C
a
ro
cci,2006

）,p
.230.

（
22
）『
君
主
論
』
第
六
章
か
ら
第
八
章
に
至
る
議
論
、
特
に
ヴ
ィ
ル

ト
ゥ
の
用
法
の
変
化
な
ど
の
議
論
の
曲
折
に
つ
い
て
は
、
す
で
に

指
摘
し
て
お
い
た
。
鹿
子
生
、
前
掲
書
、
二
五
一
｜
二
六
四
頁
。

（
23
）M

a
ch
ia
v
elli,

Il P
rin
cipe

,
11.

p
.
73.

邦
訳
、
三
八
頁
。

（
24
）
河
島
は
、
Ｌ
・
ル
ッ
ソ
と
Ｇ
・
リ
ジ
オ
の
見
解
を
簡
単
に
提
示
し

つ
つ
、『
君
主
論
』
第
一
〇
章
の
意
味
を
考
察
し
て
い
る
。
そ
の
論

旨
も
ま
た
、
必
ず
し
も
明
快
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と

も
結
論
部
分
で
は
、
同
章
が
第
一
章
か
ら
第
一
一
章
ま
で
の
部
分

と
第
一
二
章
か
ら
第
一
四
章
ま
で
の
部
分
を
「
接
続
さ
せ
る
役
割

を
果
た
し
た
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
そ
の

「
接
続
」
の
役
割
と
は
、
第
一
に
、『
君
主
論
』
第
一
二
章
以
降
の

軍
事
論
を
予
示
し
て
い
る
こ
と
、
第
二
に
、『
君
主
論
』
第
九
章
の

市
民
的
君
主
の
「
内
実
に
踏
み
込
み
」、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
共
和
国
の

「
自
立
・
防
衛
と
い
う
最
重
要
課
題
を
、
明
る
み
へ
引
き
出
し
た
」

こ
と
で
あ
る
。
河
島
、
前
掲
書
、
二
六
六
頁
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
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二
つ
の
部
分
の
接
続
で
あ
ろ
う
か
。
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
第
一
〇

章
か
ら
軍
事
論
を
開
始
し
た
と
す
れ
ば
、
軍
事
論
を
主
題
と
し
て

い
な
い
第
一
一
章
（
教
会
君
主
国
論
）
は
、
そ
の
作
業
を
い
っ
た
ん

中
断
さ
せ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

（
25
）
次
の
論
文
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
が
『
君
主
論
』
第
一
章
で
国
家

分
類
論
を
開
始
し
た
際
、
そ
の
後
の
展
開
に
つ
い
て
は
明
確
な
計

画
が
な
か
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
。En

zo N
o
e
G
ira
rd
i,‘U

n
ita
,

G
en
esi e

 
S
tru
ttu
ra
 
d
el

≪
P
rin
cip
e ≫

’
in
 
L
etteratu

ra
 

com
e bellezza.

S
tu
d
i su

lla letteratu
ra italian

a d
el R

in
as-

cim
en
to

R
o
m
a
:
B
u
lzo
n
i,
1991

）,p
p
.
161

189,
a
t 171.

（
26
）

第
一
の
場
合
﹇
独
力
で
の
防
衛
が
可
能
で
あ
る
場
合
﹈
は
、
す

で
に
論
じ
た
し
、
今
後
も
必
要
に
応
じ
て
述
べ
る
こ
と
に
し
よ

う
。」M

a
ch
ia
v
elli,

Il P
rin
cipe

,
10,

p
.
70.

邦
訳
、
三
七
頁
。

お
そ
ら
く
こ
の
「
す
で
に
論
じ
た
」
箇
所
と
は
、
第
六
章
（
あ
る
い

は
、
そ
れ
以
外
の
い
く
つ
か
の
議
論
）
で
あ
り
、
他
方
、「
今
後
」

述
べ
る
箇
所
と
は
、
第
一
二
章
か
ら
第
一
四
章
ま
で
の
範
囲
で
あ

ろ
う
。
な
お
、
そ
の
直
後
の
議
論
に
よ
れ
ば
、
君
主
が「
臣
下
を
す

で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
ま
た
、
今
後
述
べ
る
よ
う
に
扱
う
な
ら
ば
、

攻
撃
を
与
え
る
側
は
、
つ
ね
に
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
」。
お

そ
ら
く
前
者
は
、
第
九
章
で
あ
り
、
後
者
は
、
第
一
五
章
か
ら
第
二

三
章
ま
で
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
27
）Ib
id
.,
9,
p
p
.
68

69.

邦
訳
、
三
六
頁
。

（
28
）
本
論
の
注
二
六
を
参
照
。

（
29
）M

a
ch
ia
v
elli,

D
iscorsi,

III,
3
4,
p
p
.
467

469.

邦
訳
、
二

九
二
｜
二
九
四
頁
。

（
30
）Id
.,
Il P

rin
cipe

,
15,

p
p
.
102

103.

邦
訳
、
五
一
頁
。

（
31
）L
ettera

,
N
icco

lo
M
a
ch
ia
v
elli a F

ra
n
cesco V

etto
ri,
9

 
a
p
rile 1513,

p
p
.
367

368.

邦
訳
、
二
〇
五
｜
二
〇
六
頁
。N

ic-

co
lo
M
a
ch
ia
v
elli a F

ra
n
cesco V

etto
ri,

16 a
p
rile 1513,

p
p
.
370

372.

邦
訳
、
二
〇
七
｜
二
〇
九
頁
。

（
32
）V

etto
ri,
S
om
m
ario

,
p
p
.
174,

176.

（
33
）G

a
b
riele P

ed
u
lla
,
Il P

rin
cipe

,
in
tro
d
u
zio
n
e
 
e
 
co
m
-

m
en
to d

i G
a
b
riele P

ed
u
lla

R
o
m
a
:
D
o
n
zelli:

2013

）,p
.

121,
n
.
2.

河
島
、
前
掲
書
、
第
一
〇
章
、
注
（
二
）、
二
六
六
頁
、

注
（
二
七
）、
二
六
九
｜
二
七
〇
頁
。

（
34
）M

a
ch
ia
v
elli,

Il P
rin
cipe

,
9,
p
.
72.

邦
訳
、
三
六
頁
。

（
35
）Id

.,
D
iscorsi,

esp
.
I,
6,
II,
20.

邦
訳
、
二
六
｜
三
二
、
二
三

八
｜
二
四
〇
頁
。
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